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小規模校における気になる子どもの支援体制の在り方 
―特別支援教育コーディネーターとしての取り組みを通して―

水戸市立上大野小学校
山　口　照　美

キーワード：特別支援教育コーディネーター、小規模校、気になる子ども

１．はじめに
　本校は、周りを田畑に囲まれ、三世代同居の家庭が多い地域にある。全校児童数113名（平成18年１
月）の小規模な小学校である。全学年単学級で、特殊学級や通級指導教室はない。また、現在、本校
には、特殊学級や通級指導教室、養護学校等での専門的な知識や経験を有している教職員はいない。
　本校のような小規模の学校において気になる子どもたちを支援していくためには、小規模の学校の
特徴を生かした校内支援体制の構築が必要である。そこで、平成16年度から２年間にわたっての本校
における特別支援教育コーディネーターとしての取り組みを通して、小規模校における気になる子ど
もの支援体制の在り方を考察した。

２．研究の実践
（１）平成16年度の取り組み
①「気になる子ども」のとらえ
　校内において、担任に学習面や行動面で困難を抱えて
いると思われる子どもについて調査したところ、表1のよ
うに子どもたちの気になる様子が見られた。このような子
どもたちの中には、ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症等の傾
向のある子どものほかに、生徒指導上の問題のある子ど
もや身体的な配慮を要する子どもなども含まれている。
　本校では、こうした子どもたちを「気になる子ども」ととらえ、学校全体で支援に取り組むこととした。
②サポート委員会の設置
　校内の支援体制づくりとして、全教職員で構成するサポート委員会（校内委員会）を立ち上げた。
そこでは、気になる子どもの学習面や行動面の実態を記入した支援カルテをもとに、学期ごとに支
援の仕方について話し合い、話し合われたことを支援カルテ（個別の指導計画）に記録した。また、
ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症等の障害について文献や出張報告等を利用して、校内研修を行った。
③平成16年度の校内支援体制の見直し
　校内の職員にアンケートを実施したところ、平成16年度の校内支援の成果として表２のような結果が見られた。

表１．担任がとらえた「気になる子ども」の姿
（平成16年９月実施上大野小学級担任６人）

・ 繰り返し練習しても、計算の仕方や文字
の習得ができない

・黒板の写字に時間がかかる
・学校生活のルールが守れない
・友達と頻繁にトラブルになる
・教室から飛び出す
・孤立しがち
・整理整頓が苦手・話が聞けない
・宿題や学習用具の忘れが多い
・学校生活に常に不安をもっている

表２．平成16年度の校内支援の成果（平成16年５月16日実施 上大野小教職員のアンケート）

・校内の教職員にアンケートを実施したところ、表２のような成果が見られた。
・校内の「気になる子ども」の情報が共有できた。
・ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症等についての理解が深まった。
・ サポート委員会で他の先生の支援方法を知り、個に応じた指導を心がけるようになった。
・サポート委員会で悩みを聞いてもらい、気持ちが楽になった。
・ 支援カルテにより、学年末の「気になる子ども」の引継ぎが以前よりスムーズになった。
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　一方で、「専門的な知識や経験の不足で、指導の手立てがよく分からない」「学級に気になる子ど
もが複数いて、担任一人では十分な指導ができない」「周りの子どもたちの理解が深まらず、本人
が学級で孤立しがち」「支援カルテを書く時間や、話し合う時間を確保するのが難しい」「家庭との
連携協力が十分でない」等の課題が出た。そこで、以下のような取り組みを行った。

（２）平成17年度の取り組み
①支援の流れの明確化
　教職員が共通理解を図りながら支援するため、
今年度　第１回目のサポート委員会で、図１の「支
援の流れ」を　提案した。校内全体で「気になる
子ども」の支援にあたり、必要に応じてケース会
議を開きチームで支援を行う。また、定例の校務
会で、「気になる子ども」たちの情報交換や、支援
カルテの記入等の時間の確保を新たに位置付けた。
②校内支援年間計画の作成
　「気になる子ども」への支援が計画的、系統的に
学校全　体で行えるように、コーディネーターが
中心となって作成した。話し合う時間が多くもて
ないことを考慮し、前期と後期に分けて支援計画を立てることとした。支援方針の変更等がある
場合は、ケース会議等を取り入れ対応する。また、学期に１回、家庭向けに特別支援教育の理解
啓発のため、学校だよりに特別支援教育に関する情報を掲載することとした。（表３）

図１．明確化した支援の流れ
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表３．平成17年度　水戸市立上大野小学校「気になる子ども」に対する校内支援年間計画（案）
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③校内支援組織の整備
（ア）サポート委員会の改善
　サポート委員会の推進・運営役として、生徒指導部と特別支援教育部、就学指導委員会を整理
統合し、役割を明確にした（表４、図２）。
（イ）ケース会議の設定
　支援の方針や具体的な手だてを考えたり、実際の支援を行ったりするため、必要に応じて複
数の教師がチームを組めるよう、ケース会議の設定を提案した（図３）。また、ケース会議の際、
参加者各々の立場から多くの情報を収集し、視点を明確にして話し合えるよう、支援シートを
活用した（表５）。
④実態調査票の活用による実態把握の工夫
　担任が、子どもの気になる様子に気付いた場合、
どんな点が気になるのかを明確にするため、実態調
査票を用いることにした。専門的な知識が不足して

○ 「気になる子ども」の実態について共通理解を図り、支援
の方針や具体的な手だてを話し合う。
○ 校内全体の支援の流れや年間計画について共通理解を図
る。

○ ケース会議で取り上げる（チームで支援する）子どもを
決めたり、ケース会議で話し合った支援方針や具体的な
手だてを共通理解する。

○軽度発達障害等の理解を深める研修を行う。

表４．明確化したサポート委員会の役割

校　長

教　頭

１年
担任

２年
担任

３年
担任

４年
担任

５年
担任

６年
担任

ＴＴ 事務

特別支援教育部　・　生徒指導部
校内就学指導委員会

教　務　主　任　，　養　護　教　諭

保　護　者〈家庭〉

気になる子ども

図２．改善を図ったサポート委員会
太線は、今年度改善したところ

図３．ケース会議の目的と流れについて

ケース会議とチーム支援について
目 的

気 に な る 子 ど も と か か わ り の あ る 複 数 の 教 師 で チ ー ム を 作 り ， 子 ど も の 実 態 を 明
確 に と ら え ， 支 援 の 方 針 と 具 体 的 な 手 立 て を 検 討 す る こ と で ， 気 に な る 子 ど も を 効
果 的 に チ ー ム で 支 援 す る

ケ ー ス 会 議 の 流 れ
準 ケ ー ス 会 そ の 後 の 対 応備 議

◇ チ ー ム で 支 援◇ 時 期 ◇ 気 に な る 子 ど も に つ
・ 定 期 的 （ 年 間 計 画 ） い て の 情 報 の ま と め ◇ ケ ー ス 会 議 の 結 果 を も と
・ 必 要 に 応 じ て ・ い い と こ ろ に ， 支 援 カ ル テ 作 成

（ ）◇ メ ン バ ー ・ 気 に な る と こ ろ 担 任 と コ ー デ ィ ネ ー タ ー
・ 担 任 ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー ， ・ し て み た こ と
養 護 教 諭 ， 教 務 主 任 ， 教 頭 ◇ サ ポ ー ト 委 員 会

・ 必 要 に 応 じ て … 生 徒 指 導 主 ◇ 援 助 方 針 ・ ケ ー ス 会 議 の 内 容 を 報 告
事 ， 保 健 主 事 ， Ｔ Ｔ 担 当 ，
同 ブ ロ ッ ク 担 任 ， 前 担 任 等 ◇ 具 体 的 な 手 立 て

・ い つ か ら い つ ま で 職 員 間 の 共 通 理 解
◇ 場 所 ・ だ れ が
◇ 準 備 物 … 実 態 調 査 票 ， 援 助 ・ 何 を ど の よ う に 支 援 ・ 必 要 に 応 じ て ， 専 門 機 関 と
者 チ ェ ッ ク シ ー ト ， 援 助 チ す る か 連 携 を 図 る か ど う か ， 検 討
ー ム シ ー ト ， プ リ ン ト や ノ
ー ト の コ ピ ー ， 指 導 の 記 録
等

◇ 役 割 … 司 会 ， 記 録

チ ー ム で 支 援 が 行 え ると
○ 気 に な る 子 ど も に つ い て の 情 報 が 増 え ， 子 ど も の 状 況 が 理 解 し や す く な る
○ 子 ど も の 状 況 に 応 じ た 効 果 的 な 支 援 の 手 立 て が 提 案 で き ， 役 割 分 担 し て そ
の 実 践 が で き る

○ 家 庭 で で き そ う な 具 体 的 な 支 援 を 提 案 し ， そ の 実 践 を 支 援 で き る
○ 担 任 や 保 護 者 な ど ， 中 心 と な る 支 援 者 を 情 緒 的 に 支 え る こ と が で き る
○ 支 援 者 自 身 の 支 援 す る 力 を 高 め る こ と が で き る
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いても、項目にそって日常の学習や生活場面で調査でき、「気になる子ども」の実態の共通理解を
図ったり、支援の方針を考えたりする際に有効である。表６は、調査票の一部である。
⑤支援カルテの改善
　支援カルテは、「気になる子ども」一人一人に応じた指導の計画である。昨年度の形式と保管の
方法を見直し、一年を通した支援の流れが見える形とし、学年ごとのファイルにした。また、実
態調査票、指導の記録用紙、支援シート等指導の参考となるものもファイルにまとめることで、
年度の切替時や中学校への進級時の支援の引継ぎにも役立つと考えた。（表７）

表５．ケース会議の資料となる支援シート
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⑥家庭との連携協力
（ア）保護者との相談
　家庭の理解や協力を得るため、保護者とより積極的な相談ができるよう、教職員向けに「相談
時の留意点」についてまとめたものを提示した。（資料は略）
（イ）保護者への理解啓発
　特殊学級等がなく、近隣に相談する機関等も少ない本校では、保護者が相談する機会に恵ま
れず、不安を抱えている場合がある。そこで、学校だよりに学校と家庭との連携協力を呼びか
ける記事を載せた。（資料１）
⑦その他の取り組み
（ア）夏季休業中に、国立特殊教育総合研究所の方を講師として、特別支援教育に関する校内研修
会を開催した。隣接の幼稚園の先生にも参加を呼びかけ、具体的な支援のアドバイスを受けた。

（イ）地域の養護学校との連携を図り、具体的な子どもの支援方針についてアドバイスを受けた。
３．研究のまとめ
　本校のような小規模の学校は、教職員の共通理解が図りやすく、学校全体で温かな支援ができると
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表６．実態調査票『一人で悩まないで』（平成17年３月　茨城県教育委員会）を参考に作成
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いうよさがある。そこで、小規模の学校においては、より効率的な支援体制を整えることと、教職員
が「気になる子ども」一人一人に適切に指導する力を高めることにより、校内の支援する力を高める
研究に取り組んできた。これまでの実践で、気付かなかった子どもの実態がつかめ、支援方針や具体
的な手だてについての情報を共有化でき
たこと、また、教職員同士が互いのもっ
ている経験やノウハウに気付き、教職員
の数は少なくても連携協力することで「気
になる子ども」や担任を支えることがで
きるようになることを実感できた。
　小規模で特殊学級等がなく、専門的な
知識や経験をもつ教職員が不足している
学校における「気になる子ども」の支援
体制の在り方を、コーディネーターの取
り組みを通して研究し、次の結果が得ら
れた。
（１）昨年度の取り組みを見直し、支援
の流れの明確化や校内支援年間計画
の作成、組織の改善、 実態把握の工
夫、支援カルテの改善、家庭との連
携・協力に取り組むことで、共通理
解の得られるより効率的な支援体制
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スマイルコーナー 　１
（ ， ）子どもたちみんなが 生き生きと学校生活を送ることができるように

こんなことが気になっていませんか？

うちの子，算数は得意なのに，漢字は何回練習しても

正しく覚えられないのは，どうしてなのかしら？

ひらがなも漢字も習った文字は読めるのに，音読をすると，同じ

行を読んだり，行を読みとばしたりして，うまく読めないことがあるわ。

会話の中で，急に話題がとんだり， なかなか親しい友達が

違う方向にずれることがよくあるのよね。 できなくて，心配…

その他，計算はできるのに文章題になると解けなくなってしまったり，落ち着きが

なくいつも体のどこかを動かしていたりするなど，お子さんの様子で，心配に思われ

ていることはありませんか。

学校では，子どもたちが自信をもち，安心して学校生活を送ること

ができるよう，学習面や生活面，友達とのかかわり等について，ご家

庭で心配に思われることをいっしょに考えていきたいと思います。気

になることがありましたら，担任や，その他相談したいと思う先生

に，いつでも声をかけてください。電話や連絡帳等を通して

でも結構です。

表７．改善を加えた支援カルテ

資料１．保護者向けの「スマイルコーナー」（学校だより）
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を整えることになる。
（２）「気になる子ども」の支援について教職員全員（サポート委員会）やチーム（ケース会議）で
話し合い、それぞれがもっている経験やノウハウを共有することで、「気になる子ども」一人一
人の特性を理解し、対応する教職員の指導力を高めることになる。

（３）小規模で特殊学級等のない小学校においては、コーディネーターは、自身の専門性を身につ
ける研修を行うとともに、校内の人的資源を把握し、教職員間の緻密なネットワークづくりが
重要であることが分かった。

４．今後の課題
（１）小規模校の校内支援体制を整えていくためには、支援体制や支援の方法をその都度見直し　
て問題点を改善し、より効率的な支援体制を目指したい。

（２）「気になる子ども」の障害の状態や程度等により専門的な判断や適切な指導が必要な場合は、
外部の専門機関や専門家等と連携が図れるよう、連絡先等を示した連携マップを作成し活用し
ていきたい。

（３）コーディネーター同士のネットワークを広げ、コーディネーター自身の校内支援の推進力を
高めていきたい。また、小規模校同士の連携も大切にし、それぞれの取り組みのよさを共有し
て、校内支援体制を整えていきたい。
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